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１．防災指針の概要 3

• 防災指針とは、立地適正化計画の一部であり、居住誘導区域における災害リスクをできる限り回避・あるいは低減させるために
必要な防災・減災対策を位置付けた計画のことです。

• 令和2年の都市再生特別措置法の改正により、立地適正化計画に定めることとされました。

• その他の市が定める防災に関する計画として、国土強靭化地域計画や地域防災計画がありますが、それぞれ根拠法や対象とす
る地域が異なります。

（１）防災指針とは

都市計画に関する計画 防災（地域の強靭化）に関する計画

境港市国土強靭化地域計画

境港市地域防災計画

境港市立地適正化計画（今回検討）

境港市都市計画マスタープラン

区分 国土強靭化地域計画 地域防災計画
立地適正化計画の一部

防災指針

根拠法 国土強靭化基本法 災害対策基本法 都市再生特別措置法

対象とする地域 市全域 市全域 居住誘導区域内

■防災指針とその他の防災に関する計画の位置づけ

■防災指針とその他の防災に関する計画の違い

境港市総合計画等

防災指針

都市機能誘導区域 居住誘導区域

連携

指針となる
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• 防災指針の策定にあたっては、災害リスク分析結果をもとに防災・減災まちづくりに向けた課題を抽出し、将来像や具体的な取
組の進め方、目標値等を検討していきます。

• 本日は、災害リスクの分析結果のご報告を行います。

（２）検討の流れ

▲防災指針の検討フロー
出典：立地適正化計画作成の手引き（令和7年4月版）



２．災害リスクの状況整理 5

「２．災害リスクの状況整理」の分析項目及び各ハザードに関する資料につ
いては、地域防災計画等との整合性を確認中のため、公表を差し控えさせて
いただきます。
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（１）今後の検討フロー

• 次回の第4回検討委員会では、災害リスクを基に整理した課題や、防災まちづくりの将来像・取組方針及び具体的な取組の検討
を行う予定です。

• 災害リスク結果を踏まえて誘導区域を精査し、必要に応じて区域を見直します。

▼防災指針の検討フロー

1.災害リスクの状況整理

2.災害リスク分析・課題の抽出

3.防災まちづくりの将来像、取組方針の検討

4.居住誘導区域・都市機能誘導区域の精査・変更

5.具体的な取組の検討

• 洪水、津波、高潮、土砂災害等の本市内における災害リスクの現状
を整理

• 1.の災害リスクに避難場所等の分布状況、誘導区域等を加味して
課題を可視化

• 災害リスクのを踏まえ、課題を抽出

• 防災まちづくりの将来像を設定の上、各課題に対する対応方針を
設定

• 災害リスク分析の結果を踏まえ、必要に応じて誘導区域を変更

• 対応方針に基づく取組とスケジュールを設定
• 合わせて、防災指針に関する目標を設定

本日
(第3回)

次回
(第4回)

国土交通省 立地適正化計画の手引き（基本編 令和7年4月）を基に作成
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（2）災害リスクの分析

• 災害リスクの課題整理のため、避難施設などを中心に、建物の階高等といった都市施設情報との組合せ分析を行い、地区ごと
の課題を整理します。

• なお、地震・液状化については、被害が広域にわたる可能性があり、居住誘導区域に限らず全市的な対策が必要のため、防災指
針では水災害を中心に検討することとします。

▼データの重ね合わせによる災害リスク分析の視点（案）

ハザード情報 都市情報 分析視点

洪水浸水深

×

人口分布 → 被災者の多いエリアの想定

高齢者人口分布 → 避難行動要支援者の多いエリアの想定

内水浸水深

避難施設の分布 → 避難施設の活用可能性

要配慮者利用施設の分布 → 要配慮者利用施設が多いエリアの想定

津波（高潮）浸水深

道路網 →
道路分断、孤立化のリスク、避難路としての活用可能性の
把握

建築物の高さ → 垂直避難の可否

災害の重ね合わせ → 複合災害のリスクの把握



困難
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（３）居住誘導区域の精査・変更（境港市の場合）

• 災害リスクの分析結果を踏まえ、災害リスクがある地域については、災害リスクの低減可否も考慮しながら、居住誘導区域から
除外することを検討する予定です。

▼災害リスクを踏まえた居住誘導区域設定フロー

内水氾濫 津波（＋高潮）

想定最大規模の
浸水深

想定最大規模の
浸水深

居住誘導区域として設定

災害リスクの危険度・対策状況を確認
（徒歩圏内に避難場所があるかどうか、避難路が確保できているかどう
か等）

リスクなし リスクあり

困難

居住誘導区域
として設定しない

災害リスク

居住誘導区域検討区域

可能

洪水

想定最大規模の
浸水深

今後、災害リスク低減の取組の実施可否
・避難路や避難場所の設定
・避難誘導訓練等の実施 等

可能

想定最大規模：1,000年に1回程度の規模の災害 計画規模：10~100年に1回程度の規模の災害

地震・液状化

想定最大震度
・

液状化危険度

居住誘導区域の設定を可能とし

全市的な
対応を検討


